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１．  研究の背景と目的  

地方の特に農山漁村は，人口減少や高齢化により，地域づくりの担い手不足という

課題に直面しており，移住・定住促進や，地域おこし協力隊等の活用など新たな担い手

を獲得する政策が重視されてきた。また，近年は，「関係人口」と呼ばれる地域外の人

材が地域の課題解決や地域づくりの担い手となることが注目されている。 

一方，都市と農村の交流に関して農林水産省では，2013 年から「都市農村・共生対

流」事業を通じて，都市と農村の交流を創出し，2017 年からは「農泊推進対策」事業

に取り組み，全国に約 500 か所で事業が行われ，農泊推進の体制は拡大してきた。 

しかしながら，今年世界が直面した新型コロナ感染拡大は，国内における移動や交

流を制限するばかりでなく，経済成長や農村振興の鍵となると期待されていたインバ

ウンドに急ブレーキをかけた。そうした状況の中で，改めて都市と農村の関係を構築

するキーワードとしてソーシャル・キャピタルという概念に注目し，都市と農村が支

え合う社会のありかたについて考察することを目的としている。  

 

２．  研究の方法  

研究の対象は，総務省「関係人口創出・拡大事業」，農林水産省（以下，農水省）「都

市農村共生・対流事業」「農泊推進対策事業」，および農村のソーシャル・キャピタルに

ついて取り上げる。研究の方法としては，これらの事業の報告書等から成果・課題を把

握し，農村におけるソーシャル・キャピタルに関する一連の先行研究を調査する。 

 

３．関係人口創出・拡大事業 

総務省の「関係人口ポータルサイト」によれば，「「関係人口」とは，移住した「定住

人口」でもなく，観光に来た「交流人口」でもない，地域と多様に関わる人々を指す言

葉です。地域によっては若者を中心に，変化を生み出す人材が地域に入り始めており，

「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくりの担い手となることが期待されて 

います。」と関係人口の概念を定義している。2018 年度から「関係人口創出・拡大 

モデル事業」を開始し，18 年度は 30 団体，19 年度は 44 団体の事業が全国で実施され

た。関係人口への注目は他省庁でも高く，2020 年度は内閣府や国交省でも同種の事業

が予算化されている。  

  

４．農村のソーシャル・キャピタル  

 ソーシャル・キャピタル(Social Capital，社会関係資本)とは，社会学，政治学，経

済学，経営学などにおいて用いられる概念で，OECD(経済協力開発機構)によれば， 
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「集団内部あるいは間での協働を促進するような，共通の規範，価値観，理解を伴う

ネットワーク」であるとされている。 

農水省では 2006 年，農村振興局に「農村におけるソーシャル・キャピタル研究

会」が設置され議論が行われ，農業・農村振興政策の対象を「『農村，あるいは農村

と都市の複数の主体が，農村の活性化のための目標を共有し，自ら考え，力を合わせ

て活動したり，自治・合意形成などを図る能力または機能』と考え，「農村協働力」

と呼ぶことも可能と思われる」と農村におけるソーシャル・キャピタルを定義した。 

 田野井(2007)は，農水省農村振興局農村政策課農村整備総合調整室長として「農村

のソーシャル・キャピタルの指標化」に取り組み，全国 52 の農業集落に住む約 5 千

戸を対象にアンケート調査（2006 年）を行い，調査集落ごとの SC の指標値を明らか

にした。その後，農水省では同調査を 2009 年，2016 年と計３回行っている。川村

（2018）によれば，2009 年の調査ではソーシャル・キャピタルを「集落内部のつなが

りを『結束（Bonding）』，集落を超えたつながりを『橋渡し型（Bridging）』，行政と地

域のつながりを『結束型（Linking）』」と３つに分けた。橋渡し型の指標について「集

落を超えた地域活動が維持されていることが推察される」こと，また多様な主体が参

画して新たな価値を生み出す「開かれた農村協働力」の可能性を指摘している。 

  

５．主たる結論 

 以上をふまえ，これからの都市と農村の

地域間におけるソーシャル・キャピタルを

「都市農村協働力」と呼び，その概念を表

したのが右図である。縦軸には持続可能な

社会の三つの柱である環境，社会，経済とい

う三側面を配置した。この社会的側面が社会

資本であり，ソーシャル・キャピタルで表現

することができると考えた。横軸は地元，周

辺地域，都市部という３つのカテゴリーに分

け，それぞれの担い手は地域住民，自治体，

都市部住民となる。 

 今後の課題としては，実際の都市農村交

流活動における都市農村協働力の有効性を

検証したい。 
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